
令和６年度 未来の「ふるさと松山」創造事業 

 

【北条南中学校】 
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＜第１学年：ふるさとを知る＞ 

 「ふるさとを知る」というテーマのもと地域発見 

学習を行った。事前学習では、各自が地域の課題を 

見つけ、テーマを設定した。その解決のためにフィ 

ールドワークや、地域の方へのインタビュー、施設 

見学を行った。活動後には、学習の成果をレポート 

としてまとめ、学年全体で共有した。生徒はこの活 

動を通して、ふるさと北条のよさを改めて実感する 

良い機会となった。また、SDGsの視点も踏まえなが 

ら、よりよい地域づくりについて考えようとする課 

題意識を高めさせることもできた。 

 

＜第２学年：ふるさとに学ぶ＞ 

 地域の３３の事業所に協力をいただき、職場体験 

学習を行った。事前にマナー講座を行ったり、事業 

所についての調べ学習を行ったりした後、実際に事 

業所で体験をさせていただいた。生徒にとって、礼 

儀やマナーを学ぶとともに、自分の将来に希望を持 

ち、今後の生き方を考える良い機会となった。また 

活動後は、新聞を作成し、発表会を行ったり、Web 

サイト制作を行ったりし、学びを共有し、考えを深 

めることができた。さらに、「夢わく workフェスタ」 

で中予代表校として発表することができた。 

 

＜第３学年：未来を拓く＞ 

 防災に関する松山市の取組や地域の防災体制などを 

調べた。その後、聖カタリナ大学の学生とともにＨＵ 

Ｇゲームを行うことで、地域の課題の発見や自分たち 

ができることを考えた。学習の成果をレポートにまと 

め、文化活動発表会などで発表することで地域全体が 

取り組むべき課題について発信できた。 

 

 

 


